


















































































































































































かおり　　2歳6ヶ月女児 「じいちやん」 ちひろ　　2歳9ヶ月女児 「おとうさん」
てつお　　2歳6ヶ月男児　「ゴロゴロきたの」 たくみ　　2歳11ヶ月 「ジェットマン」
ともみ　　2歳6ヶ月　　「キリンさんとクマ」 なおと　　2歳2ヶ月 「ひこうき」
偽・議簸蕊
ななご　　2歳9ヶ月　　「自動車」
　難霧
灘
顯 Σ》
　　　　　　　　　　　　　懸織
ゆうすけ　　2歳8ヶ月　　「パパ」
図7　スクリブルの比較
乳幼児の描画表現　再検証　その1 181
だわった描線の重なりは子ども本人の意図を象徴しているように思われてならない。
　本研究のきっかけとなった新聞紙へのスクリブルはまさに象徴的スクリブルといえよう。
　スクリブル獲得期は最も緊張している時期といえる。手を動かしたら線が描けたといった偶
然であったり，身近な人の刺激を受けて模倣しようとするころは，未体験のイメージと出会っ
ていく。
　いわゆる絵らしくなる以前のこうした時期は，自分の感覚器官を働かせて受け入れる（入
力），反応する・行動する（出力），自らの行動が刺激となって反復する。そうした繰り返しが
感性を磨くことになる。
　さらにそうした繰り返される営みの間で，自分以外の人と関わる。ある時は刺激してくれる
人であり，またある時は自らが刺激する人になっていたり，つまり受けたり発信したりという
表現行動の原初的体験がスクリブル行動に含まれていることになる。
結　び
　一見無意味に見えるスクリブルの中に，自らの感覚を駆使し行動し考えをめぐらすといっ
た，人間として育っための重要な営みが潜んでいたことが明らかになった。これは先行研究の
多くが描画行動の前段としてとらえていたり，無統制の行動としていることと大きく異なると
ころである。
　改めて乳幼児期の育ちや生活環境について真摯に考え対応しなければならないと考える。
　今日的な社会問題，いじめ虐待・母親の子育て放棄・人と関われない大人，などとも無関係
とは言いがたい。
　本題に沿いながら新たな研究課題も明らかになった。図3・ひろと君の作品にかかわり，頭
足人表現とのっながりについても明らかにしていきたい。
　これからも乳幼児の描画表現についての再検証を継続していきたい。
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